
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

　僕は今までに、子�どもたちとのワークシ�ョップの�
場をたくさん経験�し�てきた。きっとこれか�らもいろ�
んな子どもたちとの�出会いがあるんだろう�。僕がや�
めないかぎり。�
　講演会の依頼が多�くなった時に、講演会�の代案と�
し�てあげたのが子どもた�ちとの「共同作業」だ�った。�
ひょんなことから生�まれたことが僕にとっ�ては大事�
な時間になってきて�いる。�
　僕は元来話すのが�下手で、できれば他の�手段で何�
かを伝えたいと願っ�てきた子どもだった。�それは、�
大人になった今でも�何の変わりもない。そ�し�て今か�
らもそうするだろう�と思う。�
　僕のワークショッ�プは、�「大人＝先生」�という図式�
をいかに�し�て壊すか、というこ�とを優先する。それ�
は�当�た�り�前�の�話�だ、こ�の�場�は�学�校�で�は�な�い�の�だ�か�
ら！　ただただ、共�同作業の「きっかけ」�を与える�
役目の人と�し�ているのだ、というふ�うに。僕は、そ�
の場に参加�し�た子どもたちの持って�いる「力」のよ�

うなものを引き出�せれば！　と願ってい�る。かなり�
生意気だ。でも、�それに近い体験をさせ�たい！　と�
思っている。�「優・劣」�などという評価に�屈服する以�
前の、皆んなが持�ち得る「創造する」と�いう力を何�
とか引き出�し�たいと思っている。そ�し�て、それを持�
って帰ってほ�し�いと願っている。そ�れこそを持って�
帰ってほ�し�いと思う。大事な�のは僕が参加�し�た子ど�
もたちに「何か」�を与えるのではなく、�自分の中に�
ある確かな力を感�じ�てほ�し�いと切に切に願うの�だ。�
　人間誰�し�も答えを欲�し�がる。それも早く早く�欲�し�
がる。わかる事は�とても重要だが、答え�のない事を�
考えるのも重要だ�ろう。僕はそれを伝え�たい。答え�
のない事に大人は�口を噤むが、子どもた�ちはそれを�
言葉ではなく形に�する能力を持っている�。そ�し�て僕�
は、ワークショッ�プでその力を目の当た�りに�し�、手�
放�し�で喜ぶ、子ども以前�の人でありたいのだと�思う。�

（あらい　りょう�じ�）�
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第� 回�こ�ど�も�以前�の�人�
新学習指導要領の�〔�共通事項〕�がわか�る�！�

〔共通事項〕�がわか�る�！―　�Part4荒井　�良二�
（絵本作家）�

〔共通事項〕�の象徴は�
と�い�う�字で表�し�たい�

　唐突だが、皆さんの中には一度や二度の腰痛経験を持たれ、腰の重大さを痛�感�し�た�

ことを思い出される方も多いのではないか。�

　普段の生活では意識せずに動か�し�ていた全身が一撃で激痛とともに機能不全になっ�

て�し�まう。とはいえ、腕や脚の一部を動かすことはできるのだが、肝心な全身�を支え�

る動きが取れない。肉月に要と書いて、確かに「腰」と読む訳を体感せざるを�えない。�

　さて話は変わるが、今回の学習指導要領の改訂に目を向けると、美術科・図�画工作�

科における〔共通事項〕の新設が注目され、さまざまなところで話題になって�いる。�

　学習指導要領をひとの身体に例えるなら、�その身体的な機能を含む全身は、�美術科・�

図画工作科そのもの全てと置き換えることができる。また、身体の一部である�腕や脚�

は差�し�詰め表現や鑑賞といえる。�

　ひとの腕や脚ではないが、それぞれの部分が個別に活動�し�ても一部の役割を果たす�

ことに�し�か過ぎず、躍動感あふれる全体の学習活動とはならない。�

　一方、躍動感あふれる全体の学習活動を支えるには要となるべき内容の整理�と統合�

された明確な項目を設ける必要がある。今回の学習指導要領改訂はその要を担�うべき�

〔共通事項〕を新設�し�たところに大きな意味や価値があるといっても過言ではない。�

　そこで、全身の要である「腰」ではないが、美術科・図画工作科の要である�〔共通�

事項〕�を表す象徴と�し�て、美術科・図画工作科の美に要と書いて�「　」�を�〔共通事項〕�

と表�し�たい。�
「東京都武蔵野市立�
みどりのこども館 玄関」�
（2009年）�

「　」�
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特　�集�新学習指導要領の�〔共通事項〕�がわか�る�！� 第4回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part4

これまでの学習指導要領の�形でもそれなりに美術�

教育の基盤は語られており�、新�し�い学習指導要領�

の二階建てのような構成は�、話を複雑にするだけ�

ではないかという受けとめ�方もあるように感じて�

いる。�

　それでは、どう�し�て〔共通事項〕が記される�よ�

うになったのだろうか。�

　美術作品や自分の美術的�能力の評価に関�し�ての�

最も一般的な目安はおそら�く「上手、下手」だろ�

う。対象をどれだけうまく�再現�し�ているかで作品�

の優劣をつける空気は強い�し�、自分の造形的な能�

力を「うまく描けないから�ダメだ」と技術優先的�

な考え方で見限る傾向も目�につく。このような風�

潮のもとでは、美術教育が�技能的�レ�ベルを超える�

ものと�し�て存在するには、自覚的�な努力が必要に�

なってくる。�

　上述のような傾向が生じ�るのは、図工や美術が�

絵の具や紙、土や木、布や�金属などの材料に何ら�

かの加工を施すことによっ�て、イメージ�し�たもの�

を表すという、表現の二重�性によるところが大き�

いだろう。どのような想像�的世界も、それらを造�

形的に定着させない限り、�人々が受けとめること�

のできるものにはならない�。様々な素材や道具を�

操作�し�、表そうとするものを浮か�び上がらせてい�

く。それが造形表現のプロ�セスである。�

　ところで、そのような二�重性の中から、造形的�

作業が一人歩きする場合が�少なからずある。�「何を�

表すか、何を伝えるか」を�さておいて、色の塗り�

方や材料の切り方の丁寧さ�などからは�じ�まる造形�

物の完成度のほうにかなり�の注意が向けられるの�

である。造形的な作業はそ�れに没入するだけの楽�

し�さもあれば、多くの手間�ひまを要するものでも�

ある。だから、そのことに�集中することは奇異な�

ことではない。ただ問題は�、図画工作・美術科が�

　文部科学省のホームペ�ージには新�し�い学習指導�

要領に関するQ＆Aが掲載され、�その中に�〔共通事�

項〕を新設�し�た経緯が記されている。�考察の出発�

点と�し�て、小学校図画工作科の�回答を見ることか�

ら始めよう。�

　�「小学校図画工作科に�関�し�ては、�いろいろな調査�

等から、児童が図画工作�を勉強�し�ても、生活や社�

会にどのように役立つの�か分からないと感じてい�

ることが分かりま�し�た。また中央審議会など�で、�

膨大な視覚情報にさらさ�れている児童に必要な力�

を身につけてほ�し�いという声がありま�し�た。そこ�

で、表現でも鑑賞でも、�造形遊びでも絵や立体、�

工作でも、共通�し�て働いている資質や能力を�〔共�

通事項〕と�し�てまとめ、これをもとに�指導を行う�

ことを示�し�ま�し�た。具体的には、児童�が自分の感�

覚や活動を通�し�て形、色、動きや奥行�きなどの造�

形的な特徴をとらえ、こ�れを基に自分のイメージ�

をもつことが十分に行わ�れるように学習活動を検�

討する必要があります。�」�

　一言でいうと、�「何に向けての図画工作�か、�美術�

教育か」を明確に�し�ようと�し�ている。造形性をめ�

ぐる学習を進める中で、�自分の感覚に目覚め、自�

分を核とする活動に出会�うことの大切さ、自分の�

イメージ・世界を作り上�げていくことのかけがえ�

のなさをあらためて強調�するとともに、それらに�

よって得られた力で子ど�もたちが向かうべきもの�

を取り上げているといっ�てよい。�

　このような基本的な指�摘は「いうまでもないこ�

と」を再確認�し�ているに過ぎないよう�にも思える。�

独自の造形表現が大切な�こと、それを可能にする�

力を育んでいくことが大�切なことは、すでにひと�

つのコモンセンスになっ�ているはずだからである。�

　そのために、�〔共通事項〕�が別建てで示されたこ�

とに違和感を覚える人た�ちがいるかも�し�れない。�

造形活動を通�し�て何に取り組もうと�し�ているかを�

視野の外において�し�まうことである。表現へと�子�

どもたちを促すもの、形作�られたものが象徴的に�

表�し�ているものを把握�し�ていくことは、作品の�完�

成度などとは比較にならな�いほど大切なものであ�

る。新�し�い学習指導要領が示す〔�共通事項〕は、�

表そうとするものと、それ�を表すための方法の有�

機的な関係を実現するため�のものといってよいだ�

ろう。�

　学習指導要領を明晰に理�解�し�、自分の中で構造�

化することは意外に簡単で�はない。少なくとも私�

にはそうである。子どもた�ちの成長に即�し�て、学�

習への視点が少�し�ずつずら�し�て示されていくこと�

から、各学年の記述はわず�かの差異があるだけの�

似たものになり、全体の展�開が掴みにくい文章に�

なりがちなことを、その理�由と�し�てあげることが�

できる。�

　例えば、�〔共通事項〕�のイをみると、小学校１�・�

２年では「形や色などを基�に、自分のイメージを�

もつこと。�」�となっているのが、５・�６年では�「形�

や色などの造形的な特徴を�基に、自分のイメージ�

をもつこと。�」�となり、中学校１年で�は�「形や色彩�

の特徴などを基に、対象の�イメージをとらえるこ�

と。�」と�な�っ�て�い�く�が、互�い�に�大�き�な�違�い�は�な�く、�

発展の原理を求めようとす�ると、少なからず迷っ�

て�し�まう。発展的に推移�し�ているとはいいがたい�

のである。原理的なことが�ぶれては困ることを考�

えると、そう違わない記述�でも不自然でないと、�

私は思っている。�し�か�し�、ダイナミックな展開�で�

はなく、同�じ�ところを周回�し�ている感のある学習�

指導要領の記述を、多くの�人たちはどのように読�

むのだろう。�

　まず浮かぶのは、一言一�句を正確に読み込んで�

いこうとする姿勢である。�学習指導要領が多くの�

善意の努力で生み出されて�いることを考えると、�

その姿勢は誠実な望まれる�ものであるといえる。�

ゆるやかな展開は、注意深�く読まなければ、その�

要点を見落と�し�かねない。�

　�し�か�し�、その読み方で懸念され�るのは、視点を�

局所におくと全体が見えな�くなることである。学�

年ごとの記述に通ずること�で学習指導要領のエッ�

センスが把握できるかという�と、そうとは限らな�

い。なるほど、�「A表現」�「B鑑賞」�に関する記述で�

は、活動をできるだけ具体的�レ�ベルで示そうと�し�

ていることから、学年ごとの�記述の細部にこだわ�

ることが重要になる。例えば�、小学校１・２年の�

A表現�に「並�べた�り、つ�ない�だ�り、積ん�だ�りす�る�

…」という活動があるが、そ�れらはまさにそのこ�

とに密着�し�て考えるべきことである�。それに対�し�

て、�〔共通事項〕�には図画工作・美術教育の�基本的�

理念に関わることを示そうと�する面があることか�

ら、巨視的な見方が必要にな�ってくる。�

　私見では、�〔共通事項〕�を記すことの意義が小学�

校から中学校を通�し�て最も鮮明に出ている�のは、�

小学校の１・２年だと思う。�「私�（自分）�が感�じ�るこ�

と、�私が活動すること」�「私のイメージ世界を作っ�

ていくこと」という美術教育�の原点が明快に示さ�

れている。�し�か�し�、学年進行とともに学習�内容の�

確実なステップアップを図る�中で、�〔共通事項〕�は�

より即物的な造形要素が目立�つものとなっていく。�

一�応�の�帰�結�点�で�あ�る�中�学�校�２�・�３�年�の〔共�通�事�

項〕は、�「ア　形�や�色�彩、材�料、光�な�ど�の�性�質�や、�

それらがもたらす感情を理解�すること。イ　形や�

色彩の特徴などを基に、対象�のイメージをとらえ�

ること。�」�となり、造形活動を行う主�体よりも、造�

形的な対象への視線をより感じ�させられるように�

なる。私からすると�ト�ーンダウンである。�

　もちろん、中学校２・３年�の美術科の目標を併�

せ読むと、美術科が関わろう�とするもの、向かお�

うとするものがより分厚く記�されていることは知�

っている。だが、冒頭の文部�科学省のホームペー�

ジ上の〔共通事項〕を設けた�理由についての回答�

が、何に向けての美術教育か�を考えることの必要�

性に触れていることを考える�と、�〔共通事項〕�は学�

習対象と�し�ての造形性の�レ�ベルを越えて、美術教�

育の意義に論及するものであ�るべきだろう。�

　上述のように、�〔共通事項〕�は重要な意味をもっ�

ていながらも、学年間の推移�が掴みにくいことに�

よる分かりにくさを抱えてい�る。そのような状態�

を改善するには、何より〔共�通事項〕をより分か�

り易いものに�し�ていかねばならないが、現�実的に�

は、読み手が美術教育の基軸�を自分なりに据えて�

読むべきと思う。一字一句に�釘付けになるのでは�

なく、学習主体と�し�ての子ども・生徒への�視点、�

1．は�じ�めに�

2．技能中�心的な考�え�方の是正�

3．�〔共通事項〕の読み方�

〔共通事項〕�を�ど�う�考�え�る�か�
東京学芸大学教授　�柴田　�和豊�
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特　�集�新学習指導要領の�〔共通事項〕�がわか�る�！�

6．造形�が育むイメージの世界�

図画工作・美術が人間を�めぐる何に取り組むべき�

かという問い、そ�し�てどのような方法によっ�て活�

動�し�ていくかという軸を設定�し�た上で、巨視的に�

読むほうがよい。小学校�の〔共通事項〕は、人間�

の感覚的世界・活動の大�切さ、それらに関わる方�

法と�し�ての造形活動、そ�し�て自己の創造的世界の�

創出という重要な課題を�提起�し�ている。そのこと�

をこそ押さえておくべき�だろう。�

　図画工作科の〔共通事�項〕の最も特徴的なキー�

ワー�ド�は�「自分の感覚や活動を�通�し�て…」�「…自分�

のイメージをもつこと」�だろう。これらのフ�レ�ー�

ズは１～６年生を通�し�て繰り返されるもので�あり、�

まさに柱となっている。�

　この国の20世紀後半の�美術教育に対�し�て、主観�

中心的・自己表現中心主�義的と�し�てバランスを欠�

いていたという強い批判�があることは知っている。�

し�か�し�、教育全体を見渡すと、�子ども・生徒たち�

が内容を決定できる場面�が殆どないこと、それに�

対�し�、図画工作・美術科が作品�を作っていく中で、�

「自分が決定�し�、自分の世界を作り出�す」ことに�

取り組んでいるのは特筆�に値する。通常１＋１＝�

３という逸脱は許されな�い�し�、He be a boy. とす�

ることも受け入れられな�い。知識の学習は、知識�

の習得によって子どもた�ちの可能性を拡大�し�てい�

くための基盤であり、そ�の重要性はいうまでもな�

い。けれども、教育の中�心には創造する主体と�し�

ての子ども・生徒たちが�いるのであり、かれらの�

発信こそが価値創造の原�点であることも見逃�し�て�

はならない。図画工作で�は�「なに色に塗るか」�「ど�

んな形にするか」をはじ�め表現の中身の決定は基�

本的に学習者に委ねられ�、正答は用意されてはい�

ない。そのことの教育的�意味は大きい。�

　ここ数年、学力低下の�問題が様々に取り上げら�

れてきた。主な論調は、�学習内容・量をゆとり教�

育以前に戻すことであり�、子どもたちが生み出す�

ものよりも、知識・技術�の習得にウエイ�ト�を置く�

ものであった。けれども�、私はこのような動向に�

対�し�てはバランスが大事だと思�っている。子ども�

たちが受け取るもの・子�どもたちが発するもの、�

言いかえると、インプッ�ト�とアウ�ト�プッ�ト�が連動�

し�ては�じ�めて教育はうまく進むことが�できるとみ�

第4回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part4

略歴�
1948年生まれ。専門は美術教育論。�

るのである。例えば、自尊�感をもつことのできな�

い青少年の多さが社会的な�問題となっているが、�

そのかなりはインプッ�ト�中心の教育への不適合�が�

引き金になっていると見て�も間違ってはいないだ�

ろう。受験体制に向かう中�で子どもたちの多くは�

「…ができない」という形�で負の感情を蓄積�し�て�

いる。それに対�し�、図画工作・美術では�自分の中�

にある豊かさを浮かび上が�らせることを大切な課�

題と�し�て位置づけている。学校で�の学習以前に、�

幼い時から触れてきたもの�・見たもの・経験�し�た�

事柄などが重なりあって形�づくられてきた自分の�

内的な世界を、造形活動を�通�し�て表すことを支え�

ようと�し�ている。そのことによっ�て、子どもたち�

の間にそれぞれの生きる原�点への愛着が芽生えて�

いくといってよいだろう。�

　すでに記�し�たように、図画工作科の�〔共通事項〕�

のキーワー�ド�の一つは「感覚」である。�自分の感�

覚によって色や形、それら�の組み合わせなどをと�

らえることが主要テーマと�し�て記されている。�

　ところで、その箇所は典�型的な学習指導要領の�

文章といってよいだろう。�学習指導要領は具体的�

に活動を示すべきことから�、簡明な記述が求めら�

れる。本当はもっと書きた�いが書けないという側�

面が学習指導要領にはある�といいかえてもよい。�

そうだとすると、考えてよ�いのは、感覚との関わ�

りを色や形をとらえるとい�う視覚性の範囲を超え�

てより広く考えてみること�である。その必要性は、�

造形遊びや実材を使った工�作的な活動の実際をみ�

ると容易に理解できるだろ�う。いろいろな材料や�

さらには自然の現象に体で�触れる活動では、視覚�

にとどまらず身体の感覚へ�の総体的な関わりが生�

まれている。例えば、木を�切ったり削ったりする�

中で、ざらざらやつるつる�という触感に出会う一�

方、木の香りに包まれると�いう体験もする。ある�

いは作った羽飾りを身に付�けて戸外で駆けっこ�し�

てみたり、木と木の間に張�ったロープに幅広の荷�

造りテープを構成的に吊す�ような活動では、風を�

体で感�じ�たり、風の音を聞いたり�する。そのよう�

に図画工作では感覚が多面�的�（五感）�に相関�し�てい�

る。だからこそ子どもたち�の成長に深く関わるこ�

とができるのである。�

　さらに、表現活動におけ�る反応は感覚だけでな�

く、感情と意識の領域にも�広がる。感情表現は美�

術教育の中心的な活動であ�り続けてきた。児童画�

には子どもたちの喜怒哀楽�が凝縮されているとい�

っても大げさではない。ま�た思春期の作品に、人�

間について、世界について�の問いが内蔵されてい�

ることも周知の通りである�。美術教育は人間と人�

間が抱える問題に多面的に�関わりをもつものなの�

である。�

　このような連関の中で感�覚の大切さが強調され�

るのが近年の動向といって�よいのだが、そこには�

感情や意識という人間の深�部だけでなく、いわば�

表層部へも視野を広げよう�とする姿勢がある。触�

る、こねる、丸める、破る�、ちぎるというような�

素朴な行動の積み重ねの中�で子どもたちの身体感�

覚は開かれていく。感覚的�に開かれた身体を核に�

し�てこそ、感情と意識に関�わるよき教育を展開�し�

ていくことが可能となるの�である。�

　教育の目的、社会の在り�方、生き方なども、人�

々がそれらについてもつ像�（イメージ）�によって方�

向づけられていく。イメー�ジは、人間の行動を導�

く最大の原エネルギー、も�し�くは羅針盤であるだ�

ろう。そうであるなら、イ�メージを豊かにもつこ�

とによって、生きることの�質も充実�し�たものにな�

っていくといって差�し�支えない。�

　だが、自由に創作�し�てよいという課題が実は�簡�

単でないように、ものやこ�との姿・イメージが自�

動的に湧いてくるかという�とそうとはいいがたい。�

見立てという行動がよく知�られているように、何�

かを見て、そこから何かを�連想するということを�

多くの人たちは経験�し�ている。イメージを導く�き�

っかけがあれば、イメージ�の立ち上がりは容易に�

なるということである。�

　造形活動がそのためのす�ぐれた方法であること�

はあらためていうまでもな�い。幼児のお絵描きを�

見ていると分かるが、はじ�め運動的になぐり描き�

を楽�し�んでいた子どもたちも、�描かれた痕跡に�「ブ�

ーブー」とか「おうち」と�かいうような言葉を発�

するようになる。それは、�線や色の重なり、それ�

らで生まれた形がイメージ�を発生させるからであ�

る。また、柔らかな粘土を�手のひらで握り�し�めて�

できた形にお魚を見つけ出�し�たりする。それも造�

形素材が介在�し�て可能になるのである。�

　受�験�体�制�下�の�教�育�に�あ�っ�て�は、言�葉�以�外�の�伝�

達・表現方法を軽視する風潮�があるが、音に�し�て�

も造形に�し�ても互いに言語と補完�し�あっている。�

それらは言葉以前の生理的・�感覚的反応に関わり�

あえるものであり、言葉はそ�のような反応を意識�

の中に定着させていく。従っ�て、各教科は人間の�

成長に欠かせない要素を分担�し�て育んでいるとい�

ってよいのである。�

　図画工作の学習指導要領は�、他教科で担うこと�

のできない造形的な要素につ�いての段階的な習熟�

を目指�し�ている。小学校１・２学年�では「身近な�

自然物や人工の材料の形や色�などを基に思い付い�

てつくること。�」�（A表現�（１）�ア）�、�「好きな色を選ん�

だり、いろいろな形をつくっ�て楽�し�んだり�し�なが�

ら�表�す�こ�と。�」�（�A表�現�（�２�）�イ�）�と�記�さ�れ、そ�れ�が�

５・６学年では「材料や場所�などの特徴を基に発�

想�し�想像力を働かせてつくる�こと。�」�、�「形や色、�材�

料の特徴や構成の美�し�さなどの感�じ�、用途などを�

考�え�な�が�ら、表し�方�を�構�想し�て�表�す�こ�と。�」と�な�

る。身近な表現材料と親�し�む�レ�ベルから、行動す�

る場・空間までを包含する学�び、材料を組み合わ�

せて新たな関係を生み出す学�びへと活動は広がっ�

ていくのである。�

　この他にも色、形、光、陰�影などの造形要素、�

鉛�筆�や�絵�の�具�・�紙�や�布�・�土�や�木�・�金�属�や�化�学�的�素�材�

などの諸材料、筆や定規・彫�刻刀や鋸等々の道具�

類などのいろいろな組み合わ�せから、様々な造形�

活動が生まれる。原初的なも�のから高度なものま�

で実に多様に…。造形活動は�図画工作・美術科に�

とって何よりオリジナルな部�分であり、子どもた�

ちはそれらに親�し�む中で、造形の特性や手�法、造�

形がもたらす心理的・精神的�な作用、さらに造形�

作品に内在するイメージなど�についての理解を深�

めていく。�〔共通事項〕�は、�そのような一連の広がり�

から、学習が過重なものにな�らないように、自分�

に合ったかたちで造形に親�し�み、造形活動が様々�

にイメージを現出させること�に気づいていくとい�

うことを中心に、学習の方向�を示そうとするもの�

であるといってよいだろう。�（�し�ばた　かずとよ）�

4．図画工作�・美術科の大�き�な特色�

5．感覚の�広が�り�
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刷りぐらいですが）�、�いわゆる美術鑑賞の入門編�と�

いったふうな本です。�

　�「絵は何の役に立つか」�「絵がわからない人の�た�

めに」�「絵と記憶の関係」�「展覧会を百倍楽�し�む法」�

……　�そんな章立てをみてもわ�かるように、�私はこ�

の本のなかで「絵をみるこ�と」のもつ面白さと楽�

し�さ、一度ハマったら病み�つきになる「絵をみる�

こと」�の魅力について書きま�し�た。�「見る」�という�

訓練や習慣を積み重ねるこ�とによって、人間がど�

れだけ想像�（創造）�力にみちた豊かな生活�を体験す�

ることができるか、どれだ�け日常の出来ごとや目�

に入る風景を深く、正確に�観察できるようになる�

か、つまり、�「絵をみる」�という行為を通じて、�ど�

れほど人間がよりすぐれた�生き物と�し�ての能力を�

発揮�し�得るようになるか、という�可能性を書いた�

のです。�

　その「見る」という�レ�ッスンに、もっとも適�し�

ているのが小・中学時代で�あるということに異論�

をはさむ人はいないで�し�ょう。�

　�ピ�アノや外国語の習得が今や二�歳児、三歳児の�

頃からは�じ�められ、中学に行くようにな�ってから�

ではもう遅いとまでいわれ�るのと同�じ�ように、�「見�

る」という能力もまた幼少�期からの訓練で大きく�

差がつくように思われます�。三つ児のタマシイ百�

まで、とはよくいったもの�で、幼い頃にたたきこ�

まれた�「�見る」�習慣、�「見る」�訓練は、成人�し�てか�

らの芸術の鑑賞や物の見方�に大いに役立つという�

わけです。�

　問題は、この「見る」と�いう訓練をどのように�

し�て幼少期、少年期の子供�たちに習慣づけるかと�

いうことです。�

　一つは何といっても、子�供たちに幼い頃から美�

術作品にふれる環境、でき�れば「本モノ」を見る�

ことのできる環境をあたえ�ることではないで�し�ょ�

うか。それにはふだんから�「美術館」に親�し�む生�

活を身につけることが大切�です�し�、せめて月に一�

　�「見る」�「知る」�「読む」�―――　�私はこれが美術教�

育�（あるいは美術鑑賞）�の三原色であると考え�てい�

ます。青緑、赤紫、黄と�いう三つの色が色彩の基�

礎を成すものであるとす�るなら、�「見ること」�「知�

ること」�「読むこと」�の訓練こそが、人間の豊�かな�

感受性、情操性、想像�（創造）�力をはぐくむ大切な�

基礎になると考えている�のです。�

　もちろん、ここでいう�「見ること」とは、単に�

視覚的に芸術作品を捉え�ることではなく、作品の�

存在にかかわるすべての�事象、現象を見ぬく洞察�

力を養うことです。また�、�「知ること」�とは、知識�

と�し�てそれを表層的に理解する�だけでなく、その�

作品が表現されるにいた�った歴史や事由、作者の�

意図や思想的な背景を徹�底的に探究することです。�

そ�し�て、�「読むこと」とは、そ�の「見る」�「知る」�

という営みを通�し�て、作品が語る「言語」を�きき�

とり、自分自身の言葉で�作品と会話をかわすとい�

うことです。�

　この三原色を身につけ�さえすれば、もう鬼に金�

棒、美術館で先人の芸術�作品の前に立ったときだ�

けでなく、日常の生活に�おいても心豊かな時間を�

おくることができるで�し�ょう。何気ない町の風景�

や道ばたの花、雨上がり�の雲までが、人間の有限�

の生命にあたえられた大�きな歓びであることに気�

づかされるで�し�ょう。�

　�「見る」�「知る」�「読む」�の三原色を学習すること�

は、人がより豊かな情操�生活をきずくための「人�

間教育」の根幹であると�いっていいのかも�し�れま�

せん。�

　少�し�宣伝めくのですが、私は�二年ほど前に『絵�

を見るヒン�ト�』�（白水社刊）�という本を書きま�し�た。�

私�の�本�と�し�て�は�売�れ�て�い�る�ほ�う�で�（�と�い�っ�て�も�四�

回ぐらいは、�家族といっ�し�ょに�（あるいは先生とい�

っ�し�ょ�に�）�展�覧�会�を�み�に�い�く�と�い�う�習�慣�が�あ�っ�て�

もいいで�し�ょう。生徒たちの美術�鑑賞への意欲を�

たかめるために、教室の一�隅に「美術館」のパン�

フ�レ�ッ�ト�や展覧会のスケジュール�表が置いてあっ�

てもいいかも�し�れません。�

　また、当�『造形ジャーナル』�の405号でも布施英�

利さんが提案されていま�し�たが、小・中学校の図�

工室や廊下の一隅に、たと�え小さな版画であって�

も�ピ�カソやマチスの「本モノ」が�掛かっていたら、�

子供たちの美術作品に対す�る意識は大きく変わる�

はずです。いや、ピカソ、�マチスのような大巨匠�

でなくとも、せめて国内外�で活躍する新人作家の�

デッサンでもいいから、朝�な夕な子供たちが遊び�

回る生活圏に「本モノ」の�絵が飾ってあったら、�

それだけで子供らの美術へ�の意識は大いに目ざめ�

るはずなのです。それは、�「本モノ」�の絵を見るこ�

とによって、子供たちの心�にいわゆる美の基準値�

をそなえることができるか�らです。�

　たとえば、�多くの若者�（今や若者ばかりとはか�ぎ�

り�ま�せ�ん�が�）�の�生�活�に�浸�透�し�て�い�る�コ�ンビ�ニ�で�買�

う弁当や漬け物の味は、け�っ�し�て家で母親がつく�

ってくれる弁当や漬け物に�敵うものではありませ�

ん。とくに漬け物などの差�は歴然と�し�ています。�

母親が丹精�し�て漬けこんだ本モノの漬け�物の味を�

知っている者なら、いくら�安易に手に入ってもコ�

ン�ビ�ニの漬け物を美味�し�いとは思わないで�し�ょう。�

し�か�し�、本モノの味を知らなけれ�ば別です。コン�

ビ�ニの漬け物を、真の「お�ふくろの味」と思いこ�

んで�し�まうで�し�ょう�し�、大量消費をあてこんだ�格�

安弁当こそが「本モノの味�」と思いこんで�し�まう�

ことで�し�ょう。�

　つまり、幼少期から「本�モノ」の絵にふれさせ�

るということは、その子供�が将来出会うであろう�

「偽モノ」に対する嗅覚を�養うことにもなるので�

す。昔、コーヒーのコマー�シャルで「違いがわか�

る」という言葉が流行�し�たことがありま�し�たが、�

子供たちにいち早く「本モ�ノ」をみる歓びをあた�

えることは、その「違いの�わかる」人間を育てる�

ことでもあるのです。�

　もっとも、先頃亡くなっ�た私の尊敬する評論家�

草森紳一さんなどは、�「絵は本モノでなくて�も複製�

で�じ�ゅうぶん」という考えの�持ち主で�し�た。見る�

側に想像力と感性、知識さえ�あれば、かならず�し�

も絵は本モノである必要はな�く、画集やカタログ�

にのっている図版でじゅうぶ�んその本質を見ぬく�

ことができるというのです。�

　また、かの「批評の神様」�とよばれた文芸評論�

家の小林秀雄が、一枚の複製�画をみただけであの�

有名な「ゴッホの手紙」を書�いたことはよく知ら�

れています。小林秀雄はゴッ�ホの最後の作品「烏�

のむれ飛ぶ麦畠」をみて感動�し�、それがきっかけ�

で「ゴッホの手紙」を書き起�こ�し�たといわれてい�

るのですが、何とそれは、本�モノの作品ではなく�

て美術館の売店で売っている�複製画をみてのこと�

だったら�し�いのです。そ�し�て、もっとびっくりす�

るのは、小林秀雄は「ゴッホ�の手紙」を書き上げ�

たのちに、たまたまアムステ�ルダムの美術館でゴ�

ッホのオリジナルの�「烏のむれ飛ぶ麦畠」�をみる機�

会に恵まれるのですが、その�ときは最初に複製を�

みたときほどの感動を覚えな�かったというのです。�

　これは、小林秀雄という人�が「本モノ」をみる�

以前から、ゴッホという画家�を深く理解�し�、その�

人間像を鋭く観察�し�ていたという証なので�し�ょう。�

小林秀雄にとっては、その絵�が「本モノ」である�

か複製であるかなんてことは�ちっとも問題ではな�

く、それが自分の感動�し�た「烏のむれ飛ぶ麦畠」�

でさえあればよかったので�し�ょう。�

　そんな天分をそなえた「批�評の神様」小林秀雄�

になることは、私たち凡人に�は容易ではないかも�

し�れませんが、ここで問われ�るのは「見る」以上�

に「知る」という�レ�ッスンの重要性です。�子供た�

ちに「本モノ」にふれる環境�をあたえ、日頃から�

すぐれた芸術作品を「見る」�生活にな�じ�ませたあ�

とは、とにかく「知る」努力�を惜�し�まぬ人間に育�

てあげねばなりません。�

　�「知る」�レ�ッスンは、やはり「本を�読む」�「資料�

をめくる」という習慣をいか�に身につけさせるか�

につきると思われます。自分�の眼でみた芸術作品�

が、だれの手によって表現さ�れ、それがどういう�

時代背景をもち、どういう動�機によって創作され�

たかという問いを、１ページ�１ページ本や資料を�

めくることによって解決�し�ていくという作業が大�

切になってくるのです。�

「美術教育」の三原色�

ま�ず�、�「本モ�ノ�」�を�見�る�

「見�る�」か�ら�「知�る�」�へ�

「見�る�」�　�「知�る�」�　�「読�む�」�
「信濃デ�ッ�サ�ン�館」�・�「無言館」�館主、�作家　�窪島　�誠一郎�

・�・�・�・�・�
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　多少手前ミソになって�恐縮ですが、私が経営す�

る「無言館」という美術�館には、最近「オリーブ�

の読書館」という名の図�書館が併設されま�し�た。�

「無言館」というのは、�先の太平洋戦争や日中戦�

争に出征�し�て戦死�し�た画学生たちの遺作や遺�品を�

展示�し�ている美術館なのですが�、ちょうど絵を見�

終わった人たちを待ちう�けているような�（？）�エリ�

アに、�約三万冊ほどの本�（主に美術、�文学、�戦争の�

資�料�な�ど�）�を�収�蔵�す�る�小�さ�な�図�書�館�を�オ�ー�プ�ン�さ�

せたのです。�「無言館」�の出口は�「�図書館」�の入口�

と同�じ�場所にあって、そこには�直接外に出たい人�

は右手へ、本を読みたい�人は左手へ、といったよ�

うななかなか巧みな案内�板がかけられています。�

　効果のほどはまだわか�りませんが、私がここで�

試みようと�し�ているのは�「見る」�と�「知る」�の同時�

レ�ッスンです。�

　美術館で絵を鑑賞�し�た人たちが、今度は図�書館�

で本を手にすることによ�って、より深く「見たも�

の」を考察�し�分析�し�、その作品の背後にある�歴史�

文化、風土、その作品を�生み落と�し�た作者の思想�

信条を探求するわけです�。作品がどのような動機�

で描かれ、どういう経緯�でここに存在�し�ているの�

か、人々は自分が実際に�「見たもの」の真実を、�

今度は「言葉」によって�説き明かす場所をあたえ�

られるわけです。�

　そう、�「見る」�レ�ッスンが美術鑑賞における�直観�

力、喚�起�力�を�鍛�え�る�も�の�で�あ�る�とし�た�な�ら、�「知�

る」という�レ�ッスンは、芸術作品を言�葉によって�

分析する読解力を鍛える�メニューといっていいの�

かも�し�れません。�

　全国の小・中学校美術�教師の皆さん、私の実践�

する「美術館プラス図書�館」の試みをぜひため�し�

てみてはいかがで�し�ょう。�

　もちろん、小・中学校�に「美術館」の開設はム�

リかも�し�れませんが、図工室の一かく�に小さな図�

書コーナーを設けるぐら�いのアイデアはあってい�

いかも�し�れません。�

　�「美術教育」の三原色�の最後の一つ、�「読む」と�

いうことについて考えて�みることに�し�ます。�

　冒頭でのべたように、�ここでいう「読む」の意�

味は単に「読書をする」�ということをさすのでは�

第4回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part4

略歴�
1941年生まれ。主な著書に『父への手紙�』�（筑摩書房刊）�、�
『私の「母子像」�』�（清流出版刊）�、�『戦没画家靉光の生涯』�
（新日本出版社刊）�、�『美術館晴れたり曇ったり』�（一草舎刊）�
などがある。�

ありません。もちろん、子�供たちの感受性、情操�

性をはぐくむにあたって「�本を読む」という�レ�ッ�

スンを欠かすことはできな�いのですが、ここでい�

う「読む」とは、自分が関�心や興味をもった芸術�

作品、たとえば一つの彫刻�であったら、その彫刻�

にこめた表現者の思想や考�えを「読みとる」とい�

うことです。�「読む」�という言葉は、�し�ば�し�ば�「人�

の心を読む」とか「先を読�む」とかいったふうに�

使われるときがありますが�、まさ�し�くここでいう�

「読む」は、芸術作品が何�を主張�し�、何を表現�し�

ているかを正確に読み解く�という意味なのです。�

　そ�こ�で、私�が�ぜ�ひ�提�唱し�た�い�の�は「な�ぜ」�「な�

ぜ」教育です。�

　�「なぜ」�「なぜ」教育とは、とに�かく子供たちに�

目の前の作品に対�し�て�「なぜ」�「なぜ」�を連発�し�て�

もらうという試みです。�

　たとえば一点の絵があり�ます。一人の裸の女性�

がうつむいて座っているデ�ッサンです。みるから�

にさみ�し�そうな女性です。その絵�にむかって子供�

たちに「なぜ」�「なぜ」を連発させます。�「なぜこ�

の女の人は悲�し�そうなの？」�「なぜこの女の人の手�

はゴツゴツ�し�ているの？」�「なぜこの女の人は痩�せ�

ているの？」�「なぜ画家はこんなにさみ�し�そうな絵�

を描いたの？」�「なぜこの絵は……」�子供たちにそ�

の絵に関するあらんかぎり�の「なぜ」を連発させ�

るのです。�

　そ�し�て、今度はそのたくさんの�「なぜ」の解答�

を自らの力でみつけるべく�、子供たちに出来るだ�

けたくさんの画家の伝記や�作品の解説を読んでも�

らいます。その作品がどの�ように生まれたか、そ�

の絵を描いたとき画家はど�んな生活を�し�ていたか、�

モデルの人はどんな人だっ�たか、子供たちは夢中�

になって自分たちが発�し�た「なぜ」を解決�し�よう�

とすることで�し�ょう。�

　お気付きの人もおられる�と思いますが、これは�

ゴッホの「悲�し�み」というデッサンです�。髪の長�

い一人の女性が膝のあいだ�に顔をうずめて座って�

いる、ゴッホが初期に描い�たデッサンです。ゴッ�

ホの伝記を読むと、この女�性が貧�し�い娼婦である�

ことがわかります。�し�かも五人も子供のいる、�そ�

んなに若くない娼婦です。�子供を育てるために苦�

労�し�た女の手は、まるで男のよう�にゴツゴツと�し�

ています。伝記によると、�ゴッホはこの女性を愛�

「読�む�」�と�い�う�こ�と�

し�て、二十か月もいっ�し�ょに暮�し�たことがあるそ�

うです。ですから、ゴッホ�は貧�し�い痩せた女性の�

身体を、やさ�し�い労るような線で描いて�います。�

ゴッホは、この女性の人生�がもつ「悲�し�み」をも�

愛�し�ていたのかも�し�れません。�

　…………ここまでわかれ�ば、ようやく子供たち�

はこの絵を「読みとる」こ�とができたといってい�

いで�し�ょう。�

　くりかえ�し�になりますが、子供たちに�課す「な�

ぜ」�「なぜ」教育は、一つ�の作品�（芸術作品だけで�

な�く�私�た�ち�の�周�辺�に�あ�る�す�べ�て�の�事�象�や�現�象�）�の�

奥に、いかに複雑で魅力的�な秘密がかくされてい�

るかということを知る、私�たちが「美」を発見す�

るための�レ�ッスンなのです。これ�まで何気なく見�

過ご�し�てきたものが、�「なぜ」�という疑問を発する�

ことによって、思いもよら�ぬ真実の姿をさらけ出�

すのです。そう考えると、�私たちは日頃、いかに�

多くの「なぜ」を不発弾の�ように胸の奥に仕舞い�

こんで生きているかに気付�かされるのですが。�

　さて、ここで二つ三つ、�美術教育における「三�

原色」について補足�し�ておくことがあります。�

　それは、青緑、赤紫、黄�の三色だけでは、思っ�

たような色彩の絵が描けな�いのと同�じ�ように、美�

術教育もまた「見る」�「知る」�「読む」という個別�

の訓練を重ねるだけでは、�本当に「美�し�いもの」�

を発見する眼、感じる眼を�養うことにはならない�

ということです。�

　た�し�かに美術教育の根幹は、�「見ること」�「知る�

こ�と」�「読�む�こ�と」のレ�ッ�ス�ン�に�あ�る�と�い�え�ま�す�

が、その三つが、人それぞ�れの個性によって混ぜ�

合わされ、重ね合わされた�結果、初めて�「感�じ�る」�

という領域にたどりつくの�です。�「感�じ�る」�という�

感覚は、ときと�し�て「見る」という段階�において�

発生すると考えられがちで�すが、私は�「見る」�「知�

る」�「読む」�の三原色が、一人一人の�「�個性」�とい�

う名の絵皿の上で練り合わ�され、こね合わされな�

ければ、�「感�じ�る」�という境地には至らな�いと考え�

ているのです。�

　今、全国どこの書店にも�ならんでいる中野京子�

さんの人気美術書『怖い絵�３』�（朝日出版社刊）�の�

「あとがき」で、中野さん�はこう書かれています。�

　�「�『絵は純粋に感性だけで見�るべ�し�』と言われは�

じ�めたのは、いつ頃からだっ�たで�し�ょう。教養主�

義が『押�し�付け』と感�じ�られ、反感を持たれるよ�

うになったせいか、それとも�現代芸術家たちによ�

る、�『何の先入観もな�し�に作品を見てほ�し�い』�とい�

う願いに応えるうち、近代以�前の絵画までが白紙�

状態で鑑賞できると信じられ�て�し�まったためなの�

か……。知識は余計なもので�はありません。�」�

　なるほど、その通りだなと�思います。�

　私もどちらかというと、中�野さんのいう「絵は�

純粋に感性で見るべ�し�」推進派の一人なのですが�、�

こ�こ�で�い�わ�れ�て�い�る「知�識�は�余�計�な�も�の�で�は�な�

い」には深く頷けるのです。�余計などころか、知�

識を学ぶことは「感じる」に�至るための必須条件�

であるともいえるで�し�ょう。つまり、美術鑑賞に�

おける�「感�じ�る」�という知覚は、�「見る」�（感性）�と�

いう営みに「知る」�（知識）�という営みが加わって�

は�じ�めて実現されるもののよ�うに思われます。�

　そう、それが「三原色」を�混ぜ合わせ、繰り合�

わせることによって得られる�「感�じ�る」という到�

達点なのです。�

　考えてみますと、他のあら�ゆる教育がそこに帰�

結するのと同�じ�ように、美術教育もまた、�人間一�

人一人に内在する�「人間力」�、いわば�「生きる力」�

を育てる教育であることに変�わりありません。最�

初にのべたように、日常生活�のなかで人間が人間�

ら�し�く生きることの歓び、人�生の歓びをたかめる�

ことこそが、美術教育の最終�目的であるといえる�

ので�し�ょうから。�

　最近、私の「無言館」の感�想文ノー�ト�に綴られ�

てあった、こんな小学校六年�の生徒の文章を紹介�

し�て終わりに�し�たいと思います。�

　�「最初、�戦争で死んだ画学生さんの�絵をみたとき�

は、どの絵もとても悲�し�そうで�し�た。でも、学生�

さんの手紙を読んだり、学生�時代の写真をみたり�

し�ているうち、学生さんは絵�が描けて本当に幸せ�

だったんだなと思うようにな�りま�し�た。絵の中の�

恋�人�や�奥�さ�ん�も�と�て�も�幸�せ�そ�う�に�み�え�て�き�ま�し�

た。�」� （くぼ�し�ま　せいいちろう）�

ふたたび、�「三原色」の�こ�と�

・�・�

い�たわ�



　子どもというの�は、とにかく�

ひみつ基地や隠れ�家のようなも�

のが大好きである�。私も小さい�

ときは押入れや近�所の林の中に、�

よく隠れ家を作っ�て友達と遊ん�

でいた。なんだか�自分だけの自�

由な世界ができた�ようで、すご�

くわくわく�し�ていたのを覚えて�

いる。�

せていると、そ�こに夏休みの自�

由研究で作った�ペッ�ト�ボ�ト�ルの�

船�が�目�に�飛�び�込�ん�で�き�た。�「先�

生、これだ。ペ�ッ�ト�ボ�ト�ルに�し�

よう！」子ども�たちの目がキラ�

リと輝いた。ペ�ッ�ト�ボ�ト�ルは軽�

くて丈夫であり�、透き通ってい�

るため、色水な�どを入れてもき�

れいである。ま�た、屋根をつけ�

ても光が入って�明るい。まさに�

隠れ家を作るに�はぴったりの素�

材であった。�

　そこから、子�どもたちのペッ�

ト�ボ�ト�ル回収作戦がス�ター�ト�し�

た。初めは自分�たちの家から出�

るペッ�ト�ボ�ト�ルを集めてきた�。�

し�か�し�、つなげて壁や�屋根にす�

るためには色や�形、大きさなど�

をそろえなけれ�ばならない。更�

に、作っている�うちに、メーカ�
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　私の勤務校は周�りを田に囲ま�

れ、桜の木だけで�も三十本以上�

ある様な学校で、�児童に「本校�

の自慢できること�は？」と尋ね�

ると、真っ先に返�ってくるのは�

「きれいな緑」で�ある。校務主�

任という仕事柄、�外回りをする�

ことが多くなり、�その豊かな自�

然に飛び込むよう�に遊ぶ子ども�

の姿がほほえま�し�く見えてくる�

ようになった。�

　朝の見回りを�し�ている時、校�

庭の隅の一本の腐�りかけた木を�

蹴りまくる児童を�見つけた。注�

意を�し�ようと駆け寄ると�、四年�

生の中でもよく担�任に指導され�

ているＡ君である�。図工を受け�

持っているクラス�の児童だが、�

それほど話は�し�たことがない。�

みんなで大切に�し�ている木を、�

と厳重注意。�し�か�し�、�よく見て�

み�る�と�そ�の�木�は�立�ち�枯�れ�し�て�

いて、�いつ倒れてもおか�し�くな�

い状態である。�早速チェーンソ�

ーで切り倒すことに�し�た。�刃を�

木の根元に当て、�いざ切ろうと�

し�たその時、Ａが�「�そこは危な�

い！」�と叫んだ。Ａの言�うとこ�

ろを切っていくと、�なんとそこ�

か�ら�た�く�さ�ん�の�カ�ブ�ト�ム�シ�の�

幼虫が出てきたのだ。�

　そ�ん�な�事�件�か�ら�一�年�以�上�が�

過ぎた。�今でもＡは、�昆虫のお�

土産話を持って、�週に一回いそ�

いそと図工室へやって�来る。�決�

し�て図工が得意な児童�ではない�

のだが、どう�し�て図工が好きな�

のか尋ねてみた�。�

　�「だって、�図工の時間って、�先�

生や友達と自分�の好きなことで�

いっぱいお話で�きるで�し�ょ？」�

　今日もたくさ�んの材料を持っ�

て図工室へやっ�てくる子どもた�

ち。きっとその�材料の分だけの�

話題をもってき�ていることであ�

ろう。そんなキ�ラキラ輝く子ど�

もの思いを�し�っかり受け止め�ら�

れる図工室の先�生を目指�し�てい�

きたいと思う。�

（いとう　りょう�）�
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クスペースは、ペッ�ト�ボ�ト�ルの�

山になった。目的をも�った子ど�

もたちの行動力には本�当に驚か�

されるばかりであった�。制作中�

は、もちろん意見がぶ�つかるこ�

とも多かった。�し�か�し�、それま�

で困った時には教師に�ばかり頼�

っていた子どもたちが�、友達に�

相談�し�たり、試行錯誤�し�ながら�

自分たちで解決�し�たりできるよ�

うになっていった。�

　完成�し�たなかよ�し�ラン�ド�は、�

毎日子どもたちの笑顔�であふれ�

ていた。校長先生を招�待�し�て給�

食を食べたり、他の学�年の子と�

一緒に遊んだり、１年�間思う存�

分楽�し�んだ。もちろん�、この隠�

れ家作りが、３年生の�「思い出�

ベス�ト�１」に輝いたの�は、言う�

までもない。�

ーや飲み物の種類に�よっても、�

丈夫なものと、そう�でないもの�

があることが分かっ�てきた。こ�

ちらから教えなくて�も子どもた�

ちはちゃんと丈夫さ�や組み立て�

やすさに目を向ける�ようになっ�

ていったのである。�「あのね、�先�

生、○○の△△茶の�ペッ�ト�ボ�ト�

ルが一番丈夫でつな�げやすいん�

だよ。だからぼくの�家は、その�

お茶�し�か飲まないんだ。�」�と言っ�

た子がいた。それほ�どまでに子�

どもたちはこの隠れ�家作りに没�

頭�し�ていたのである。それ�から、�

同�じ�形、同�じ�大きさのペッ�ト�ボ�

ト�ルを集めるために�、子どもた�

ちは自主的に他のク�ラスや学年�

にも呼びかけ、�し�まいにはスー�

パーや近所の家を回�るなど�し�て�

奮闘�し�た。あっという間に�ワー�

　図画工作科の授�業に一番大切�

なのは「やってみ�たい！」とい�

う�意�欲�と「～�の�た�め�に�作�り�た�

い。�」�「完成�し�たら～が�し�たい。�」�

という目的意識な�のではないか�

と私は思う。それ�があれば、子�

どもたちは黙って�いても自然に�

自分からいろいろ�なことを学ん�

でいく。忙�し�い毎日ではあるが�、�

私自身もどんどん�新�し�いことに�

挑戦�し�、これからも魅力�的な題�

材を開発�し�ていきたいと思って�

いる。　�（ふたつやま　か�おる）�
　何年か前、そん�な隠れ家をみ�

んなで教室に作ろ�うということ�

になった。３年生�が自分たちの�

力で集めてこられ�そうな素材と�

いえば、新聞紙や�段ボール、お�

菓子の箱くらいで�ある。�でも�「せ�

っかく作るのだか�ら、誰も作っ�

たことのないよう�なもので作り�

たい…。�」�と、みんなで頭�を悩ま�

す。�美術館グッズやミニ�チュア�

コ�レ�ク�シ�ョ�ン�な�ど�が�展�示�さ�れ�

ています。�最近は、�コン�ビ�ニの�

シ�リ�ー�ズ�化�さ�れ�た�景�品�も�登�場�

し�ています。�生徒には結構人気�

で、�自由に中から出�し�て触れる�

こともできるので、�授業前や休�

み�時�間�に�来�て�見�て�い�く�生�徒�も�

います。�

　�「�シ�リ�ー�ズ�とし�て�集�め�る�と�面�

白�い�ね」�「さ�わ�る�こ�と�が�で�き�る�

と、�好きな角度から見ら�れて面�

白�い」�「あ�っ、展�示�が�変�わ�っ�

た！」�等々、生徒は結構�見てい�

ます。�

　また、�大きな作業机には�、�北�

斎やダ・ヴィンチ、�スーラ、�エ�

ッシャーなど、�名画のジクソー�

パ�ズ�ル�が�何�種�類�か�置�い�て�有�り�

ます。�これがまた、�パズルの好�

きな生徒が休み時間に�来て、�熱�

心にやっていきます。�パズルは�

形や色、�描かれているも�のとそ�

の�位�置�関�係�な�ど�を�じ�っ�く�り�観�

察�し�て�い�か�な�い�と�ピ�ー�ス�が�は�

まりません。�ここでも生徒は知�

ら�ず�に�鑑�賞�の�学�習�を�し�て�い�る�

ようです。�

　授業の合間の休み時�間。�美術�

室�内�は�授�業�が�な�く�て�も�鑑�賞�の�

時�間�で�あ�ふ�れ�か�え�っ�て�い�る�よ�

うです。�普通教室とは違�う特別�

教室�「�美術室」�が、物的な特別�

ではなく、�心が充分に満たされ�

て�い�く�特�別�な�空�間�で�あ�っ�て�欲�

し�いと願っています。�

（たかは�し�　はなこ）�

光�い�っ�ぱ�い�　�な�か�よ�し�ラ�ン�ド�

　�「行くのが楽�し�み！」�「少�し�で�

も早く美術室に行き�たい。�」�「行�

くと何かが待ってい�る！」�「心の�

オアシス美術室！」�そんな美術�

室があったらいいな�あと思って�

います。美術の授業�自体が魅力�

的なのは勿論大切で�すが、美術�

室という環境だって�、ステキな�

作品が生み出される�場所なので�

すから魅力的であっ�て欲�し�いと�

思います。�

　我が校の美術室に�は、窓辺に�

一つのガラスケース�が置いてあ�

ります。生徒の作品�を展示�し�て�

いることもあります�が、様々な�

コ�レ�クションが並べられて�いま�

北海道札幌市立平岡中央小学校�
二�ツ�山　�かお�る�

「�ワ�ク�ワ�ク�美術室」�
橋 花子�（神奈川県川崎市立�南菅中学校）�

「図工室�は�宝箱」�
伊藤　�亮�（愛知県愛西市立市�江小学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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　本校は、自然に恵まれ�た校区である。日本海ま�

で５分間、学校の前方に�は浦島太郎伝説で有名な�

「布引きの滝」があり、�後方には浦島神社がある。�

また、�側方には、�鮎が生息�し�、�日本海に繋がる筒川�

もあり、その川辺にはク�ズ等のツタ類やさまざま�

な植物が群生�し�ている。�

　私がクズのつるを教材�と�し�て籠を作った理由は、�

地域の方々が本校に寄贈�されたアケ�ビ�のつるで作�

られた籠や太くて長いク�ズのつるで作られた花瓶�

の置台を児童が見て、自�分たちも大切な物を入れ�

る籠を作ってみたいと言�ったのがきっかけである。�

　�し�か�し�、アケ�ビ�のつるは、容易に採取でき�るよ�

うな場所にはない。この�ような理由から川辺、土�

手、林のへりに植生�し�、自分で採取できる程�度の�

太さ、長さのクズを取る�ことに�し�た。このほうが、�

足りなくなった時に補充�が�し�やすいと思ったから�

である。�

　ご存知の通り、クズは�、秋の七草の一つである。�

根からは葛粉、葉は飼料�、茎は葛布の繊維源と�し�

て昔から親�し�まれてきた。10ｍもつる�を伸ば�し�、�

落葉する。葉が大きく、�裏が白っぽいのですぐに�

わかる。つるは、�し�なやかで編みや巻きに適�し�て�

いる。�

（1）�　�校内のいろいろなつるを使�った作品を見る。�

　・クズの花かご、クズ�の花台、クズの野菜かご。�

　・アケ�ビ�の一輪挿�し�、アケ�ビ�の花かご。�

　①つるの太さ、細さ、�長さに応�じ�て作品を作っ�

ていることを教える。�

　②つるの作品の素晴ら�し�い点に気付かせる。�

　　�（わからない時は、�具体的にポイン�ト�を指示す�

る。�）�

　②編む順序を指導、確認�し�ておく。�

（5）�つるを編む。�

○そろえておきたい道具�

・剪定ばさみ�（花やつる等を切る時に使う�）�

・ナイフ�（つるを斜めに削って、�重ねつぎをする時�

に使う）�

・目打ち�（編み目を整える時に使う�）�

・�霧�吹�き�（�乾�燥�さ�せ�た�つ�る�を�水�で�湿�ら�せ�る�時�に�使�

う）�

　①米字組みを使って底部�を作る。�

　　・タテ芯の本数や太さ�を変えることで大きな�

盛りかごにも応用できる組�み方である。�

　②上部を仕上げる。�

　　・タテ芯を内側に入れ�こむように形付け�し�な�

がら自分で計画�し�

た高さまで編む。�

　　・最後のタテ芯は、�

初めのタテ芯の留�

め穴に外側から内�

側に差�し�こむ。�

　③持ち手を作る。�

　　・持ち手を取り付け�

る時には、ね�じ�っ�

び、触れ合う体験が必要にな�ってくる。人間は歴�

史的に見ても自然との関わり�、自然から学ぶこと�

により進歩�し�てきた。図画工作科の時間の�みなら�

ず、いろんな機会にできるだ�け多く自然と接触で�

きるように配慮することが大�切である。�

　また、自然物を利用するだ�けでなく、遊びや造�

形活動で使う草花等を子ども�達自身で育てること�

ができたら自然の素晴ら�し�さ、大切さを体を通�し�

て理解できると考える。�

　子ども達は、直接体験が少�なくなってきている。�

自然と触れ合い、遊び、自然�物を利用�し�ていろい�

ろな物を手作りすることは、�自然の素晴ら�し�さ、�

美�し�さ、楽�し�さ、厳�し�さ、不思議さを理解するこ�

とである。�

　手を働かすということは、�子どもの創造力、創�

作力、観察力、想像力、集中�力を伸ばす要因にな�

る。初めから何々を作るので�材料を用意するとい�

う取り組みもあれば、自然物�の形や色・特性を考�

え、そこから見立てて何がで�きるのかを考える取�

り組みがあってもよい。どち�らも手を使って考え、�

試行錯誤を繰り返�し�、新�し�い発見を�し�ていくこと�

を大切に�し�たい。このような活動は�児童の情緒を�

　③つるから花かご、一輪�挿�し�、花台等の実用的、�

装飾的な作品ができることを�指導する。�

（2）�　�つるを採取�し�、その特性�（可塑性等）�を理解す�

る。�

　①採取について�

　　つるは、自分で採集す�るのが楽�し�い。低地の�

雑木林でもいろいろと見�つけることができる。�

つるの採取時期は、葉が�落ちる秋の終わりから�

冬にかけてが良い。春か�ら夏にかけては、植物�

が成長�し�ているので採っても色が黒ず�み、水分�

も多く、虫に食われたり�、つるの質が弱くぼろ�

ぼろになって�し�まうことが多い。厳寒�期のつる�

は、木肌が荒れて節は高�く盛り上がり、つるも�

固くなっている。そのた�め美�し�く仕上がらない。�

　�（ア）�服装：ジャケッ�ト�、帽子、軍手、首廻り�用�

タオル、長靴�

　�（イ）�準備物：剪定ばさみ、�縄�（取ったクズを持っ�

て帰る時に括ってまとめる�ため）�、�ビ�ニール�

袋�（�取�っ�た�つ�る�を�入�れ�る�た�め�に�大�き�目�が�よ�

い）�

　②注意点�

　�（ア）�他の樹木を折ったり、傷つ�けたり�し�ないよ�

うに気をつける。�

　�（イ）�からまったつるをはずす時�は、ていねいに�

時間をかけてはずす。�

　�（ウ）�高くよ�じ�登ったつるは、力にまか�せて下か�

ら無理やり引っ張らない。�　�

（3）�作品、�資料�（写真）�を見たり�し�て作りたい籠の形�

を考える。�

　①校内のいろいろなつる�を使った作品を見る。�

　②資料をもとに籠の形を�考え、ラフスケッチを�

する。�

（4）�基本的な編み方を知る�。�

　①�十�字�組�み、米�字�組�み�を�指�導�す�る。�（�こ�こ�で�は、�

米字組みを指導する）�

て編み目に通�し�て止める。�

（6）�鑑賞する。�

　①自然素材であるつるは�、同�じ�太さでも色艶や�

曲がり具合い等１本ごとに全�て違うので、そ�

の素材を生か�し�た形等の面白さを味わう。�

　②素材と�し�ての面白さと個性豊かな作�品の素晴�

ら�し�さを見つける。�

　自然の草花は、子どもの�頃に遊び相手になって�

くれた。�し�か�し�今や、子どもから子ども�へ伝承さ�

れた自然との遊びや物作り�はなくなって�し�まった。�

子どもの興味をそそるゲー�ム等が次から次へと現�

れてきたのも一因であろう�。�

　児童が優�し�い心を持ったり、優�し�い気持ちにな�

れるのは自然と触れ合う時�である。ゆえに児童に�

とって自然との触れ合いは�欠かすことのできない�

ものである。小学生期�（６～12歳）�は、人間と�し�て�

の人格形成に最も大切な時�期であり、自然から学�

発達させるのにも大切であ�

る。�

　自然物を利用する時には、�

以下の２点を大切に�し�たい。�

まず、１点目は「必要以上�

に自然物を取らないこと」�

である。自然物を利用、活�

用�し�て自分の学習をすると�

いうことであるが、その学�

習以外は自然を大切に�し�、�

必要以上に自然物を採集�し�

ないことを守りたい。２点�

目は、�「その土地の決まりを�

守る」ことである。�

　その地域によっては、自�

然を守るためにいろいろな�

注意が示されている。つる�

を実際に採らなくても、その�場所を荒らすような�

ことがないように指導�し�たい。�

（なかに�し�　くにお）�

ク�ズ�の�つ�る�でか�ご�を�作�ろ�う�

京都府与謝郡伊�根町立本庄小学校　�中西　�邦郎�

1．は�じ�め�に�

2．活動のながれ�

3．おわ�り�に�

ぬの�び�

つつかわ�



　本校では毎年３月に「�３年生を送る会」を行っ�

ている。ここ数年、この�行事を美術の授業と融合�

させ、会場のステージ上�に２年生全員で共同制作�

し�た壁画を発表�し�ている。２年前、ピカソの�鑑賞�

授�業�の�教�材�研�究�を�し�て�い�る�際�に「キ�ッ�ズ�ゲ�ル�ニ�

カ」の存在を知り、本校�でも参加�し�ようというこ�

とで取り組みが始まった�。�

　こ�の「キ�ッ�ズ�ゲ�ル�ニ�カ」に�参�加�し�、同�サ�イ�ズ�

（�3.5m×�7.8m）�の�巨�大�な�キ�ャ�ン�バ�ス�に�メ�ッ�セ�ー�ジ�

を表現する経験を通�し�て、生徒は言葉を超え�た作�

品理解への深まりや制作�そのものへの達成感が高�

まっていった。�

　キッズゲルニカは、世�界中のさまざまな地域の�

子どもたちによってピカ�ソの描いた「ゲルニカ」�

と同サイズの巨大なキャ�ンバスに、絵を描くとい�

う国際的な活動である。�

　第２次世界大戦終結後�から、50年経った1995年�

第１学年　�「こんにちはピカソ」�２時間扱い�

①「作者は誰で�し�ょう。�」１時間目前半�

　　年代別に�ピ�カソの自画像の図版を提�示�し�なが�

ら、同�じ�人物の作品だという認識をも�たせ、作�

者の心情や意図、創造的�な表現の工夫など見方�

を深める。�

②「この絵に話�し�かけてみよう１」１時�間目後半�

　　少年時代から晩年まで�の作品図版を提示�し�、�

作品をみて感じたことを�感性や想像力を働かせ�

て、�「どう�し�て～なの？」�などと話�し�かける形で�

どんどん発表させる。生�徒の発表や教師の解説�

を聞きながら、作品の良�さや美�し�さ、作者の心�

情や意図、表現の工夫に�気づき、時代ごとの創�

造力の豊かさなどを感じ�取り味わう。�

③「この絵に話�し�かけてみよう２」２時�間目�

　　前時をふまえて「ゲル�ニカ」の図版を見なが�

ら、同様に話�し�かけを�し�ていく。多数の絵を見�

るのではなくひとつの絵�を掘り下げることで、�

作者と作品の歴史との深�い関わりを理解�し�、�「ゲ�

ルニカ」の絵を読みとっ�ていく。鑑賞の喜びを�

味わい、美術を愛好�し�心豊かな生活を創造�し�て�

いこうとする心情を育成�する。�

第�２�学�年　�「�３�年�生�を�送�る�会�に�向�け�て�壁�画�を�作�成�

し�よう」～キッズゲルニカ�への参加～に合わせ５�

時間扱い�

①キッズゲルニカ国際委員�会代表の金田卓さんを�

講師に招きオリエンテー�ションを開き、�「キッズ�

ゲルニカ」への理解を深�めた。講演後には、２�

年生全員で「たいせつな�もの」を歌い、活動の�

スター�ト�となった。�

②「ゲルニカ」に込められ�た想いをふまえ、３年�

生を送る会で制作する壁�画に込めるメッセージ�

を考え、テーマを追求す�る。�

③テーマに合わせた壁画の�構想�（原案）�を考える。�

　�（２年生全員）�
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3．�絵画に話�し�かける�（授業の実際）�

に始まって以来、�

世界各地でワー�

クショップと展�

覧会が開かれ、�

数多くの作品が�

生まれている。�

表現方法はそれ�

ぞれの地域で異�

なっており、ど�

の作品にも平和�

への強い願いが�

込められている。�

（�開�隆�堂�教�科�書�

『美�術�２�・�３�

下』�、�平成18年発�

行より抜粋）�

④原案を一つにまとめる。�（美術部）�

⑤まとめたアイデア�（下絵）�を、分割�し�ト�レ�ース�し�

て原寸大になるよう描き�込む。�（１班・模造紙半�

分×６班×８クラス＋美�術部応援　�合計60枚）�

たら、他の班の部分と合�わせ、繋ぎ目も目立た�

ぬように色合わせを�し�て調整�し�ていく。�

⑨班長を中心に壮大な作品�を目指�し�て制作する。�

美術部も参加�し�全体を見て微調整をお�こなう。�

⑩３年生を送る会を華やか�に飾り付け、作品の良�

い点を鑑賞�し�合う。�

　�「�３�年�生�を�送�る�会」で�は、ス�テ�ー�ジ�に�掲�げ�ら�れ、�

さまざまな発表のバックを�飾った。その後、卒業�

式にも掲げられ、現在も体�育館に飾られている。�

　壁画の制作は、各班に模�造紙半分の大きさから�

スター�ト�し�た。その後、それらを�繋ぎ合わせジグ�

ゾ�ー�パ�ズ�ル�の�ピ�ー�ス�を�は�め�込�む�か�の�よ�う�に�縦�

3.5m×横7.8ｍの大画面に変化�し�ていった。�大きさ�

⑦�ト�ーナルカラ�

ーをちぎり、�

点描画の原理�

で重色・混色�

し�ながら貼っ�

ていく。�

⑧ある程度でき�

⑥班ごとに下絵の色合いを�みて、�ト�ーナルカラー�

全色からイメージに合う�色を探す。�

の変化と共に、生徒たちの心�情の変化もみられた。�

自分たちの心に�ピ�タッとくるものが見つか�るまで、�

形や色で会話するようになり�、よりよいものを作�

り上げたいという響き合いが�生まれてきたのであ�

る。壁画づくりの場を通�し�て、生徒たちは個々の�

感性や個性を認め合い、仲間�と協力�し�て制作する�

ことで、�「ひとつ」�になることの喜びを感じ�ていっ�

たようである。�

　この制作を終えたところで�、生徒はゲルニカの�

ピ�カソと自分を重なり合わせ�、その時の心情を体�

感�し�たように感�じ�た。�多くの生徒が、�「ゲルニカ」�

の大きさや絵画がもつパワー�に驚き、�「実物をぜひ�

見てみたい。�」�という感想を持った。自分た�ちが作�

り上げた壁画を改めて見るこ�とで、授業で学んだ�

内容を超えた理解が深まって�いったのである。�

　完成�し�体育館に飾られた壁画を見�たとき、生徒�

はまず自分のグループが作っ�た場所を探す。そ�し�

て周囲との色や形の調和を感じ�、全体を見渡す。�

一部が全体のための大切なパ�ーツということを感�

じ�取ることで、自分たちの学�年の団結・周囲との�

一体感へと視点が変化する。�この一体感こそ共同�

制作の持つ醍醐味だと感じた�。　　�

　このように壁画の作品だけ�でなく、美術作品制�

作は、単に授業の作品制作と�いう�レ�ベルで考えず、�

さまざまな指導と結びつけた�取り組みと�し�て、生�

きた教育が追求できるのであ�る。�

　授業を通�し�てさまざまな活動に参加�し�、取り組�

みを広く発信することで、美�術の持つ役割が行事�

の中で発揮され、生き生きと�制作する子どもの姿�

が見られた。� （たに　ひろみ）�

1．は�じ�め�に�

2．キ�ッ�ズゲルニ�カ�と�は�

4．作品制作�を�終�え�て�

5．美術教育の持つ力�

埼玉県春日部市立�春日部中学校　�谷　�弘美�

思�い�を�ひ�と�つ�に�
～�キ�ッ�ズゲル�ニ�カ�へ�の�参加�を�通�し�て�～�

バリで展覧会開催（2006年）�
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　私は現在、北九州市立�美術館の学芸員であるが、�

昨年までは市内小学校の�教員を�し�ていた。本実践�

は�小�学�校�6年�生�を�対�象�に�美�術�館�の�所�蔵�作�品�を�活�用�

し�た授業実践である。�

　作品を鑑賞することは�、作品や作家との対話で�

あるとともに自己との対�話である。対話型の鑑賞�

とは、�自信がなく、�存在感をもてない子どもに�「感�

じ�るままを言葉にする」�「自己の体験や思いを�語る�

ことで癒す」などの手法�によって、自己を見つめ�

させることである。一方�、心の奥深くにある世界�

を表現することはその過�程において、自分を確認�

し�、内的統合を図り、心の安定�を得ることである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　本市美術館のエン�ト�ランスホール外庭に置�かれ�

た巨大な鉄の箱�「�作品No２」�は、ガラス越�し�に�し�

かその姿を見せない。�し�か�し�、見えない空間にも�

その存在を意識させる不�思議な魅力をもっている。�

巨大な鉄の箱の内側には�どんな世界が広がってい�

るのか、見る者の好奇心�と想像を掻き立てる。本�

作品は、内面を振り返る�ことに重点をおいた造形�

作品と�し�ての価値が高いと考える。�

　○鑑賞～作品との出合�い～�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

1．は�じ�めに�

2．�カ�ウ�ン�セ�リ�ン�グ�の機能�を�生か�し�た対話型の�
　　�鑑賞�と�表現�
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「み�し�らず会」は、平成８年に図�画工作好きの先�

生方が集まり、�「先輩、�後輩、�立場を超えて、�自分�

の�意�見�を�述�べ�合�う�こ�と�が�で�き�る�仲�間�で�あ�る�こ�と」�、�

「厳�し�い意見も素敵な図画工作の�授業を共に創ろ�

うとするための意見と�し�て受け留め、大いに議�論�

すること」の二つの願いを�もって始めま�し�た。�

○実践報告「慧日寺を守ろ�う」６年生�

　粘土の板づくりからでき�た形をもとに発想�し�て�

表現する題材に、地元の史�跡「慧日寺」を守る神�

様をつくろうというテーマ�を加えてア�レ�ンジ�し�て�

題材化�し�たものです。�「粘土を板状に�し�たり、�板か�

らさらに形を変形させて、�粘土の自由に変形する�

面白さを体全体で味わう」�、�「地元の素材を題材に�

す�る�こ�と�に�よ�り、地�元�の�史�跡�の�良�さ�を�再�認�識�す�

る」という願いを込めた題�材です。�

　子どもたちは、一人一人�、板状の粘土から面白�

い形をつくり出�し�、それを生か�し�て思い思いに面�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

子�ど�も�の�輝�き�を�見�つ�け�合�う�サ�ー�ク�ル活動�
か�け�が�え�の�な�い�自分�に�気付�く�カ�ウ�ン�セ�リ�ン�グ�の�

機能�を�生か�し�た�鑑賞の可能性�を�探�る�

　クイズ形式を取り入れた�ギャラリー�ト�ークで子�

どもの知的好奇心を刺激�し�たり、ワークシー�ト�に�

想像�し�たことをメモ�し�たり�し�て、�ト�ークすること�

の抵抗感をなく�し�、ありのままの自己を�出すこと�

ができるように�し�た。�ト�ークでは、子どもの想�像�

や考えを受容するとともに�、共感�し�ながら�ト�ーク�

を進め、子ども同士の対話�を楽�し�むように促�し�た。�

その過程で子どもは、鉄の�箱の外側の�ド�アを潰�し�

たような痕跡や窓を思わせ�るくり貫きなどの「見�

える世界」から鉄の箱の中�の「見えない世界」へ�

と想像を広げていった。�

　�「何を閉�じ�込めているのか」の問いでは�、�「悲�し�

み」�「喜び」�「恥ずか�し�さ」など子どもの内面を�表�

す言葉が多数でてきた。�

　○成果�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　資料から、子どもが内面�を見つめ、表現を通�し�

て心の奥深くにある自分を�確認�し�て、癒されてい�

ったことがうかがえる。�

　カウンセリングにもとづ�く対話形式によるギャ�

ラリー�ト�ークは、多くの発言を促�し�、共感するこ�

と�で、子�ど�も�が�自�己�の�内�面�と�対�話し�、�「見�え�る�世�

界」�「見�え�な�い�世�界」の�想�像�を�広�げ�る�こ�と�が�で�き�

た。�

　表現の過程では自己の内�面を色や形に置きかえ�

ながら、自己を表出�し�て、かけがえのない自分�に�

気付くことにつながった。�子どもは、閉�じ�込めた�

い自己の思いを表現するこ�とを通�し�て、心を癒�し�

ていったものと思われる。�（かたふち　とみこ）�

3．若林奮「作品No2」の教材と�し�ての価値�

4．題材名「見える世界と見�えない世界」の展開�

5．おわりに�

～若林奮「作品No2」�（北九州市立美術館所蔵）�～�

北九州市立美術館　�学芸員　�片渕　�富子�
白い守り神を表現することが�できま�し�た。�

　先生方からは、子どもたち�の粘土の形の生か�し�

方の面白さや守り神の表現の�多様さを称賛する意�

見もありま�し�たが、�「題材のア�レ�ンジというが、�テ�

ーマが方向付けられたことに�より子どもたちの表�

現の幅が狭められたのではな�いか」という意見も�

出され、その後、題材づくり�のポイン�ト�や課題に�

ついて意見が交わされま�し�た。�

　このように活動では、毎回�気軽な意見交換がな�

され大変勉強になっています�が、他の学校の先生�

方には難�し�い会で参加�し�にくいイメージがあるよ�

うです。そこで今後は、現場�の先生方が日頃困っ�

ていることをベースに実技研�修の場を設定�し�なが�

ら造形教育の輪を広げていき�たいと考えています。�

　また、福島県では、年に２�回、県内４地区のサ�

ークルが集まって県造形サー�クル大会も実施�し�て�

います。その様子を地区に広�報�し�ていく活動もさ�

らに盛んに�し�ていきたいと思っています。�

（わたなべ　のりお）�

会津造形サーク�ル「み�し�らず会」会長　�渡部　�憲生�

1．サークル活動について�

2．実践報告での様子� 3．新たな活動への発展�

第77回　埼玉大学教�育学部附属小学校　教�育研究協議会�
　図画工作科研究テーマ：「�表現と鑑賞が関連�し�て働く指導と評価の工夫」�

　会期：平成21年10月13日�（火）�　受付12：30～�

　お問い合わせ：TEL　�048-833-6291（伊藤秀一、加賀屋徳之�）�

　�

第62回　全国造形教�育研究大会　千葉大会�
第49回　関東甲信越�静地区造形教育研究大�会　千葉大会�
第60回　千葉県造形�教育研究発表大会�
　大会テーマ：「きらめく感�性　ときめく思い　うみだせ�アー�ト�」�

　会期：平成21年11月26日�（木）�・27日�（金）�　受付9：00～�

　場所：26日…千葉県教育会�館�

　　　　27日…千葉市立幕張�南小学校、幕張中学校、磯辺�白百合幼稚園、幕張小学校�、�

　　　　　　　磯辺第四小学�校、千葉県立幕張総合高等学�校　他�

　お問い合わせ：TEL　�043-251-7295（千葉市立弥生小学校　�小高玄一）�
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その他�

▲若林奮「作品N02」北九州市立美術館所蔵�

▲資料「カウンセリング効果」（学習後の調査34名）�


